
●会　　場 東京大学大講堂［安田講堂］
（文京区・本郷キャンパス）

●対　　象 成人一般・大学生・高校生
●定　　員 1,000名
●受 講 料 全講義（5日間）一括申込 4,000円

選　択（1日） 1,000円
東京大学の学生は無料

●申込受付 平成19年3月1日から
●申込方法 ・郵送による申し込み：

120円切手・返信用のA4判封筒を同封のうえ、
パンフレット・申込書を下記までご請求ください。
・インターネットによる申し込み：
東京大学の「公開講座」のページにアクセスし、
所定の手順にしたがってお申し込みください。

※当日参加も可能です。（満員の際はご容赦ください）

主催

（財）東京大学綜合研究会

※やむを得ない事情によりプログラムを変更する場合があります。ご了承下さい。

〒113-8654 東京都文京区本郷7ー3ー1
東京大学総務部内　財団法人　東京大学綜合研究会
電　　話　03-3815-8345

（東京大学ホームページ → 社会人・一般の方へ → 公開講座）

講義日程

第1日 4月7日（土）グローバル化と国家・社会・経済
13:30～13:45 入門・グローバリゼイション

（開講の挨拶） 植田　和男（企画委員長・経済学研究科長）

13:45～14:35 グローバル化する世界
ー歴史家の視点ー 高山　　博（人文社会系研究科・教授）

14:50～15:40 グローバリゼイションと法 石黒　一憲（法学政治学研究科・教授）

15:55～16:45 差異と同一からみた国家、
市場および貨幣 柳田　辰雄（新領域創成科学研究科・教授）

第2日 4月21日（土）グローバル化と食・農業
13:30～14:20 グローバリゼイションと日本農業 鈴木　宣弘（農学生命科学研究科・教授）

14:35～15:25 経済のグローバル化と
日本農業のゆくえ 本間　正義（農学生命科学研究科・教授）

15:40～16:30 パネルディスカッション
「食・農業の未来」

司　 会 伊藤　元重（経済学研究科・教授）
パネリスト 生源寺眞一（農学生命科学研究科・教授）

鈴木　宣弘（農学生命科学研究科・教授）
本間　正義（農学生命科学研究科・教授）

第3日 5月12日（土）グローバル化と安全
13:30～14:20 グローバリゼイションと

世界の新しい安全 山影　　進（総合文化研究科・教授）

14:35～15:35 グローバル化する大気汚染 近藤　　豊（先端科学技術研究センター・教授）

小林　和彦（農学生命科学研究科・教授）

15:50～16:40 グローバルとローカルをつなぐ
水循環の科学 小池　俊雄

第4日 5月19日（土）グローバル化と技術
13:30～14:20 情報技術の

グローバルスタンダードと国家戦略 坂村　　健（情報学環・教授）

14:35～15:25 グローバル化と日本の競争優位
－現場発の視点で－ 藤本　隆宏

15:40～16:30 音楽文化の「グローバル化」？
―音響テクノロジー・音楽産業・地域文化― 渡辺　　裕（人文社会系研究科・教授）

第5日 6月2日（土）グローバル化と人
13:30～14:20 ヒトと動物の共通感染症の

流行とグローバリゼイション 吉川　泰弘（農学生命科学研究科・教授）

14:35～15:25 新来外国人の子どもと日本の教育 恒吉　僚子（教育学研究科・助教授）

15:40～16:30 グローバル化社会の高等教育 金子　元久（教育学研究科長）

16:30～16:40 閉講の挨拶 小宮山　宏（東京大学総長）

（工学系研究科・教授
地球観測データ統融合連携研究機構　機構長）

（経済学研究科・教授
ものづくり経営研究センター　センター長）

※高校生は
無料です。
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